
 

 

 

 

 

 

令和８年度 

南越前町立河野小学校 

学校だより  

第７号 令和 8 年 5 月 2０日  

<児童の振り返りより> 

・手をあげてみぎひだりみぎをみてわたるのができて、う 
れしかったです。 
 

・車道を運転しているときは、車と同じ信号で止まったり 
動いたりするということがはじめて分かりました。 

・これからも交通ルールをまもりたいです。 
・ハンドルのブレーキをにぎって待つと分かりました。 

 

５月１２日(火)に、1・2 年生交通安全教室（歩行訓練）と 3・4 年生自転車教室を行いました。越前警察署交通課の

方、河野駐在所長、町交通安全指導員の方に来ていただき、歩行・自転車利用の際に大事なことを教えていただきまし

た。講話の後、グラウンドのコースで実地訓練をし、さらに理解を深めました。 

交通安全教室・自転車教室  

1・2 年生 歩行訓練より  3・4 年生 自転車教室より  

 ① 歩道を歩く。（歩道があるとき） 

左側に歩道があるときも、歩道を歩く。 

車道から遠いところを歩く。（建物の壁や畑の方） 

② 道路を渡るとき  横断歩道を渡る。 

横断歩道がないとき  まっすぐのところを選んで渡る。 

とまって右左右を見る。 

手を挙げて、車の人に大きく見えるようにする。  

まっすぐ渡る。 

後ろから曲がってくる車にも注意する。 

止まってくれた車の運転手には、ぺこっとお辞儀。 

③ 信号  黄色や歩行者用で点滅になったら渡らない。 

途中の時は、すばやく渡ってしまう。 

④ 車のウインカーで、どちらに曲がるかをよく見る。 

 

① 自転車は便利だが車の仲間。ルールを守らないと自分

も他の人もけがをしてしまう。自覚して乗ってほしい。 

② 左側通行（車と同じ） 

12 才未満は歩道を走ってもよい。（車道側） 

歩道では徐行。人が行ってから乗り直す。 

③ 信号  車道を走っているとき  3 色の信号を見る。 

歩道を走っているとき  歩行者用の信号を見る。 

④ 止まれの標識 車と同じで停止線でいったん止まる。 

小さな交差点 車通りが少なくても止まって確認。 

⑤ 乗る前に自転車を点検する。 

○合い言葉 「ブタはしゃべる」  

ブ ･･･ブレーキがきくか 

タ ･･･タイヤのみぞはあるか 

は ･･･ハンドルは曲がっていないか 

しゃ･･･車体は体にあった高さか 

(サドルに座ってつま先立ちがちょうどよい） 

        車体に反射材・ライトはついているか 

べる･･･ベルがついているか 

○ヘルメット ひもがゆるんでいないか 

⑥ 乗り降り  自転車の左側で。 

ペダルに右足をのせて右足でこぎ出す。 

⑦ 右左右後ろを見て安全確認をしてからスタートする。 

★お子さんは、安全な歩行や自転車利用ができていますか。ぜひ、家庭でも大事なポイントを確認してみてください。 


